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１．はじめに 

 環境政策の形成においては、政策が環境・経済・社会に及ぼす多様な視点を取り込むこ

とが求められる(MacKenzie and Caluwaerts 2021)。この多様な視点の取り込みに当たって

は、様々な立場の当事者が参加して意見を表明する場があることとともに、それらの意見

をいかに議論し、集約していくかといった議論の過程も重要である(Kuhla et al. 2021)。 

 本報告では、環境政策に関する審議会を対象に、議論における「反論」や「建設的提案」

の存在が、多様な視点が議論に出現することや、出現した視点が他の参加者からの反応を

得ることにつながるかを定量的に検証する方法を検討・試行した結果を示す。まず、ヒュ

ーマンコーディングした教師データをもとに、審議会議事録のテキストデータから、各発

言のトピックや「反論」や「建設的提案」が行われたかどうかの判定結果を出力した。次

に、発言の類似性をもとに、発言間の関係性をネットワークとして表現し、主要なクラス

ターにおける視点の多様性や、それらの視点に関するやり取りが実際に行われているかど

うかと、議論のなされ方と（「反論」「建設的提案」）の間に関係があるかどうかを分析した。  

 

２．分析方法 

・機械学習による審議会での発言内容・様式の判定 

 本稿で対象とする審議会は、2010～2020年までの環境政策にかかわる10の審議会（小委

員会やワーキンググループ含む）である。各審議会のホームページから議事録をダウンロ

ードし、議事録に記載の改行に合わせて発言を分割した。このうち一部の審議会について、

各発言が（１）経済的正当性、（２）政治的正当性、（３）社会的正当性、（４）生命保持、

（５）環境改善、（６）民主的正当性、（７）公平性、（８）エネルギー安全保障のうちいず

れかのトピックを扱っているか、および、（ア）反論、（イ）建設的提案を行った発言であ

るかをハンドコーディングし、この結果を Fasttext による機械学習にかけて単語の分散表

現を得るとともに、他の議事録データに適用することで各発言のトピックおよび「反論」

「建設的提案」の有無を推定した。F1スコアは一般的な基準である0.7を超えており、大局

的な発言内容や発言様式の推定としては十分な水準の精度を得ることができた。  

・発言間の関係性のネットワーク表現  

発言間の関係性を明らかにするため、MeCab を用いた各発言の分かち書きを行い、得ら

れたベクトルが、コサイン類似度による評価でそれ以前の発言と一定以上の類似性を持つ
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場合に発言間のリンクがある、として図示を行った。  

・発言の様式と議論の多様性・深まりとの関連 

 以上で操作化した発言の様式（「反論」「建設的提案」）がみられる割合と、議論でカバー

されたトピック数（多様性）との相関および、議論が関連して連鎖的に行われた長さ（深

まり）との相関について、重回帰分析を行った。  

 

３．分析結果と考察 

 発言をその内容（色で表示）

と様式（形で表示）で分類し、

発言間の関係性をリンクで表示

した結果、右の図のような発言

の可視化を各議事録について行

うことができた。  

 さらに、この議論に出現した

トピックの数（多様性）や、発

言間のネットワーク図における

議論の連鎖（深さ）を分析した

結果、発言様式と発言間のリン

クは、その組み合わせによって

議論で取り上げられる視点の多

様性と相関していること、特に

議論における「反論」を含む発言が議論全体の多様性に持つ条件付の関係が明らかとなっ

た。第一に、発言間のリンク（参加者からの反応）が多い場合に「反論」の存在は多様な

視点が議論で扱われることと関連しているのに対して、発言間のリンク（参加者からの反

応）が少ない場合は、「反論」の存在はむしろ議論における視点数の少なさと相関する。第

二に、「反論」はその後に「建設的提案」がなされるときに、参加者からの反応が連鎖的に

行われやすい一方で、その後に「建設的提案」がない場合は、連鎖的な議論は行われにく

い。これらの分析結果からは、議論における「反論」の要素を含む発言をどのように取り

入れるかが、議論の多様性や深まりに重要であることが示唆される。  
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